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こんにちは 松坂みち子 です

連
休
は
久
し
ぶ
り
に
お
休
み
を
も

ら
い
、
茨
城
の
娘
の
所
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
長
女
も
友
達
の
結
婚
式
が

あ
る
か
ら
と
、
家
族
４
人
で
上
京
し

て
お
り
、
相
模
原
に
い
る
三
女
も
い
っ

し
ょ
に
総
勢
９
人
集
ま
り
ま
し
た
。

娘
３
人
が
仲
良
く
連
絡
を
取
り
合
っ

て
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
一
緒
に

過
ご
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
嬉
し
い
で
す
。
長
女
、

次
女
は
す
で
に
子
ど
も
二

人
、
三
女
は
結
婚
願
望
は

あ
る
け
れ
ど
ま
だ
相
手
に

恵
ま
れ
ず
、
「
姪
っ
子
か

わ
い
い
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

京
都
で
一
人
暮
ら
し
、

男
一
人
の
長
男
は
ど
う
し

て
い
る
か
と
思
え
ば
、
上

京
し
た
時
は
三
女
（
妹
）

の
部
屋
に
泊
っ
て
い
る
様
子
。
仲
良

く
し
て
い
る
（
宿
泊
費
節
約
に
利
用

し
て
い
る
？
）
こ
と
に
一
安
心
。

〝
母
が
君
た
ち
に
残
せ
る
財
産
は

「
兄
弟
姉
妹
」

だ
よ
。
ず
っ
と

仲
良
く
ね
。
〝

と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
て
。

みち子のひとりごと

母の日に‐母として

防災必要 オスプレイ不必要
県主催で秋に行われる防災訓練にオスプレイが参加することを知事が受け入

れたことで、「防災訓練に危険なオスプレイはいらない」の声が起こっていま

す。5月10日、安保破棄実行委員会事務局長・東森秀男氏による学習会「オス

プレイと日米安保」が開かれました。

オスプレイは、「未亡人製造機」とまで言われる、事故を繰り返している輸

送機です。アメリカでも一時開発をやめることになりましたが、軍事産業から

の後押しでクリントン氏のときに復活したという歴史があります。沖縄の米軍

海兵隊には24機配備され、訓練を繰り返しています。また日本は17機、購入

を決めています。

学習会では「沖縄では、夜間無灯火訓練で住宅のほんの50ｍ上空を飛んでい

る、人が住んでいることを知らせるために家中の電気をつけている」という宜

野座村に住んでいる方の話も紹介され、「沖縄で唯一上空を飛ばない区域があ

る、それは米軍住宅の上空だ」というお話には、どれだけ日本人の暮らしや命

をないがしろにするのかと、改めて怒りがわ

いてきました。

防災訓練にオスプレイが参加するというこ

とは、日本人にとって大事な防災訓練の場を、

危険を伴うオスプレイの飛行訓練・軍事的訓

練の場として提供することに他なりません。

「防災必要、オスプレイ不必要」、この声

を大きくひろげましょう。



こんにちは松坂みち子です No.179

こんにちは加藤なおとです

街
頭
演
説
と
い
う
の
は
な
か
な
か
奥
が
深

い
。
人
の
姿
の
見
え
な
い
街
角
、
住
宅
街
、

交
差
点
、
そ
こ
か
し
こ
で
マ
イ
ク
を
持
つ
。

誰
に
向
か
っ
て
？
聴
く
人
の
関
心
は
何
？
反

応
な
い
け
ど
か
ま
へ
ん
の
？
そ
ん
な
こ
と
お

構
い
な
し
に
精
力
的
に

松
坂
市
会
議
員
は
訴
え

て
い
る
。
語
り
口
調
で

聞
か
せ
る
の
だ
。
要
は

あ
ん
ま
り
し
ん
酌
せ
ず
、

自
分
が
一
番
言
い
た
い

こ
と
、
今
、
こ
こ
を
わ

か
っ
て
も
ら
い
た
い
！

そ
れ
を
言
え
ば
い
い
ら
し
い
。
さ
て
、
今
も
っ

と
も
言
い
た
い
事
と
い
え
ば
、
「
軍
事
栄
え

て
福
祉
細
る
」
い
つ
か
来
た
道
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
い
。
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
増
に
な
る

消
費
税
を
さ
ら
に
１
０
％
に
上
げ
て
お
き
、

ア
メ
リ
カ
に
欠
陥
オ
ス
プ
レ
イ
１
７
機
買
わ

さ
れ
て
ど
う
す
る
の
か
、
み
ん
な
の
年
金
額

切
り
下
げ
て
お
い
て
、
大
企
業
税
金
を
下
げ

て
、
武
器
輸
出
を
解
禁
し
て
軍
需
産
業
に
テ

コ
入
れ
す
る
。
大
手
マ
ス
コ
ミ
が
現
政
権
に

抱
き
込
ま
れ
て
い
る
今
こ
そ
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
読
ま
ず
に
い
ら
れ
な
い
…
か
く
し
て
街

頭
演
説
の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第59回和歌山県母親大会－6月1日（日）

主催：和歌山県母親大会実行委員会
小松原通3‐20教育会館内 423‐2261

医療・介護総合法案
－地方公聴会で批判・懸念

医療・介護総合法案を審議している衆院
厚生労働委員会の地方公聴会が12日、大阪
市と甲府市で開かれました。医療・介護の
専門家である陳述人から積極賛成の声はな
く、批判や懸念が相次ぎました。

○要支援者の訪問・通所介護を市町村の事

業に移すことについて

・（要支援は）要介護になるのを防ぐため

に創設されたものだ。拙速に移行せず、

『予防』効果の検証が必要

・専門家の目があってこそ、生活支援は成

り立つ。自治体の財政力によってサービス

が低下しかねない。

・引きこもりなど配慮を要するお年寄りは

多い。ヘルパーは質問するのでなく詮索、

発見しチームに伝える。ボランティアでは

困難だ

・市町村への丸投げでは、サービスに差が

生まれる

○一定の所得者は利用料を２割にすること

について

・現状の負担でさえサービスの利用控えが

起こっている

・拙速な推進は介護難民をつくり出す。介

護サービスが市町村の事業となり市町村間

に差ができることは大きな問題点だ

・独居高齢者や老々介護となっている方々

など、サービス利用者の声を十分に聞く必

要がある

（5月12日付しんぶん赤旗より）

分科会 9：30 ～ 12：00
子ども・不登校・環境・防災・
くらし・障害者・高齢者・労働・
平和など16の分科会があります。
会場は、プラザホープ・ふれあ
いセンター・中央ｺﾐｾﾝなど、テー
マによってちがいます。
詳しくはお問い合わせください。

全体会 13：15 ～ 16：00 プラザホープ４Ｆ

記念講演 『平和といのちの輝きを求めて
－トーク＆マイム（小品）－』

～心を伝えるよろこび 見えないものが見える楽しさ～

講師 松井朝子氏（パントマイミスト）
参加
協力費
500円


